
橋
本
委
員
長
挨
拶

赤
字
の
原
因
を
社
員
に

転
嫁
は
許
さ
な
い

集
会
は
、
宮
城
総
鉄
門
前
に

約
60
名
の
組
合
員
が
結
集
す
る

中
、
地
本
中
島
副
委
員
長
の
司

会
で
開
会
し
、
地
本
を
代
表
し
、

橋
本
委
員
長
は
、
貨
物
会
社
の

厳
し
い
回
答
状
況
を
受
け
て

「
貨
物
会
社
は
、
赤
字
な
ど
厳

し
い
経
営
状
況
を
理
由
と
し
て

い
る
が
、
設
備
に
は
し
っ
か
り

と
投
資
を
し
て
お
り
、
そ
の
設

備
を
動
か
す
働
く
我
々
に
は
投

資
を
し
な
い
。
収
入
と
計
画
の

乖
離
を
主
張
す
る
な
ら
ば
、
そ

の
責
任
は
経
営
側
に
あ
り
、
赤

字
の
矛
先
を
社
員
に
向
け
る
こ

と
は
到
底
許
さ
れ
な
い
」
と
挨

拶
を
述
べ
た
。

岩
井
議
長
報
告

続
い
て
、
貨
物
協
議
会
岩
井

議
長
よ
り
、
こ
の
間
の
経
過
に

つ
い
て
の
報
告
と
決
意
が
述
べ

ら
れ
た
。

我
々
の
家
計
も
赤
字
で

あ
り
、
怒
り
を
来
春
闘
へ
！

◆
本
部
は
貨
物
会
社
に
対
し
、

10
月
23
日
に
年
末
手
当
３
・
５
ヵ

月
と
55
歳
以
上
の
支
払
い
条
件

改
善
を
含
め
申
し
入
れ
を
。

◆
第
１
回
の
10
月
26
日
の
交
渉

で
は
、
国
労
が
組
合
員
の
賃
金
・

生
活
実
態
と
要
求
の
趣
旨
説
明

を
。
11
月
５
日
の
第
２
回
交
渉

で
は
会
社
か
ら
中
間
決
算
時
の

収
入
動
向
等
の
説
明
を
受
け
る

も
、
組
合
は
「
会
社
の
経
費
構

造
こ
そ
が
赤
字
を
招
く
要
因
で

あ
り
根
本
的
な
問
題
解
決
が
重

要
。
ま
た
会
社
発
足
時
か
ら
社

員
数
は
半
減
、
一
方
で
一
人
当

た
り
売
上
高
は
確
実
に
伸
び
、

伸
ば
し
て
き
た
社
員
へ
今
こ
そ

還
元
す
べ
き
」
と
主
張
。

◆
11
月
３
日
第
３
回
交
渉
で
は
、

収
入
悪
化
に
よ
る
厳
し
い
経
営

状
況
を
強
調
し
、
手
当
の
削
減

と
経
費
削
減
を
現
場
労
働
者
に

押
し
つ
け
る
会
社
の
姿
勢
を
指

摘
。
こ
れ
に
対
し
会
社
は
３
年

連
続
の
経
営
赤
字
は
許
さ
れ
ず
、

過
去
最
低
支
給
額
時
の
平
成
13
・

14
年
よ
り
厳
し
い
こ
と
、
ま
た

徹
底
し
た
要
員
効
率
化
と
経
費

削
減
を
実
行
し
、
平
成
21
年
度

の
赤
字
幅
を
縮
小
す
る
考
え
等
、

回
答
日
ま
で
に
３
回
の
交
渉
を

実
施
。

◆
11
月
19
日
、
会
社
が
回
答
し

た
１
・
５
７
５
ヵ
月
は
年
間
臨

給
３
・
５
ヵ
月
と
し
た
仮
於
き

数
値
を
も
下
回
り
、
安
易
な
人

件
費
の
削
減
に
走
る
会
社
経
営

陣
の
姿
勢
を
体
現
。

◆
景
気
後
退
に
よ
る
減
収
減
益

に
よ
る
赤
字
は
事
実
だ
が
、
我
々

の
家
計
も
火
の
車
。
社
員
に
投

資
し
な
い
・
社
員
の
意
気
に
水

を
掛
け
る
姿
勢
は
、
会
社
の
将

来
す
ら
危
う
く
す
る
こ
と
を
認

識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

◆
根
本
的
問
題
解
決
を
先
送
り

し
、
労
働
者
に
の
み
犠
牲
を
強

い
る
姿
勢
は
、
社
員
に
対
す
る

責
任
を
放
棄
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
。
我
々
は
こ
う
し
た
会
社

の
姿
勢
に
心
底
の
怒
り
を
表
し
、

抗
議
し
、
来
春
闘
に
繋
げ
闘
い

を
構
築
す
る
。

各
機
関
か
ら
決
意

岩
井
議
長
の
報
告
後
、
宮
城

県
支
部
秋
山
委
員
長
、
仙
総
支

部
原
子
書
記
長
、
貨
物
宮
城
分

会
結
城
書
記
長
が
そ
れ
ぞ
れ
決

意
を
述
べ
、
地
本
五
十
嵐
書
記

長
が
提
案
し
た
集
会
宣
言
を
全

体
で
確
認
し
た
。

最
後
に
橋
本
委
員
長
の
団
結

頑
張
ろ
う
で
、
怒
り
の
拳
を
漆

黒
の
空
に
突
き
上
げ
た
。

地
方
本
部
は
、
こ
の
間
の
各

大
会
に
お
い
て
決
定
さ
れ
た
運

動
方
針
の
徹
底
と
当
面
す
る
取

組
み
に
つ
い
て
の
意
思
統
一
を

図
る
た
め
、
各
地
区
集
会
の
開

催
を
決
定
。
そ
の
皮
切
り
と
し

て
、
仙
台
地
区
集
会
が
11
月
26

日
に
開
催
さ
れ
た
。

主
な
内
容
は
以
下
の
通
り
。

書
記
長
提
起

五
十
嵐
書
記
長
は
、
こ
の
間

の
活
動
経
過
と
し
て
全
国
大
会

以
降
、
各
級
機
関
の
今
日
ま
で

の
活
動
な
ど
に
つ
い
て
報
告
し
、

以
下
の
提
起
を
行
っ
た
。

①
JR
不
採
用
問
題
。
来
年
２
・

16
は
「
解
決
報
告
集
会
」
と
本

部
が
位
置
付
け
。

②
秋
季
・
年
末
闘
争
。

「
昇
進
試
験
の
結
果
」
「
賃
金
・

生
活
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
の
集

約
強
化
と
、
JR
貨
物
の
「
超
低

額
年
末
手
当
回
答
に
対
す
る
抗

議
と
再
回
答
を
求
め
る
集
会
」

の
実
施
状
況
の
報
告
。

③
10
春
闘
。
地
本
に
事
務
局
体

制
を
11
月
27
日
に
発
足
。
地
本

活
動
家
交
流
会
を
10
年
１
月
９

日
に
、
地
方
委
員
会
を
２
月
20

日
に
、
東
北
総
決
起
集
会
を
３

月
５
日
、
仙
台
総
行
動
を
３
月

６
日
に
開
催
す
る
。

各
職
場
の
要
求
実
現
行
動
と

し
て
「
仕
事
総
点
検
運
動
」
を

強
化
し
、
現
場
長
へ
の
申
入
れ

行
動
を
今
年
12
月
17
日
か
ら
来

年
2
月
21
日
の
ゾ
ー
ン
で
行
い
、

同
時
に
組
織
拡
大
も
取
組
む
。

④
ア
ル
バ
の
取
組
み
。
焼
酎
セ
ッ

ト
に
変
え
、
特
別
販
売
と
し
て

う
ど
ん
・
ラ
ー
メ
ン
関
係
を
本

部
指
導
の
も
と
取
組
む
。

闘
争
団
の
受
け
入
れ
体
制
は

各
県
単
位
で
の
対
応
を
。

⑤
検
修
職
場
合
理
化
。
東
北
ブ

ロ
ッ
ク
対
策
会
議
を
12
月
12
日

に
岩
手
勤
労
福
祉
会
館
で
開
催
。

意
見
な
ど

①
JR
不
採
用
問
題
の
現
状
は
。

②
エ
ル
ダ
ー
対
象
者
に
対
し
、

今
も
っ
て
説
明
な
し
。
本
人
ら

は
心
配
し
て
い
る
。

③
年
末
手
当
。
国
労
要
求
が
分

か
ら
な
い
組
合
員
も
。
情
報
の

提
供
が
少
な
い
の
で
は
。

④
施
設
利
用
。
東
労
組
は
集
会

で
「
頑
張
ろ
う
」
三
唱
と
情
報

に
。
一
方
で
会
社
は
国
労
に
は

行
う
な
と
。
差
別
で
あ
り
、
同

様
の
扱
い
を
求
め
る
。

⑤
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
。
○
予
防

接
種
を
盛
岡
で
希
望
し
、
今
頃

不
可
と
通
知
。
不
可
で
あ
れ
ば

始
め
か
ら
通
知
を
○
出
向
者
は

半
休
で
接
種
○
家
族
が
罹
患
の

場
合
は
職
場
に
報
告
と
あ
る
が
、

報
告
の
み
。
フ
ォ
ロ
ー
は
？
○

職
場
に
は
消
毒
液
と
う
が
い
薬

だ
け
。
マ
ス
ク
配
布
を
。

⑥
12
月
で
出
向
満
了
。
本
人
は

郡
総
を
希
望
。
実
現
に
向
け
尽

力
を
。

⑦
９
月
10
日
発
生
の
労
災
死
亡

事
故
現
場
に
JR
の
社
員
も
い
た

と
聞
く
が
会
社
の
情
報
に
な
い
。

追
及
す
べ
き
。

⑧
ア
ル
バ
の
提
起
目
標
数
量
。

昨
年
実
績
比
よ
り
減
。

⑨
検
修
職
場
合
理
化
。
対
策
会

議
へ
の
参
加
範
囲
は
。

答
弁
な
ど

①
大
き
な
変
化
は
な
い
。

②
支
社
に
話
は
し
て
い
る
。

昨
年
の
こ
と
も
あ
り
、
話
し

合
い
の
提
起
は
し
て
い
る
。

③
ニ
ュ
ー
ス
等
は
出
し
て
い
な

い
が
、
お
互
い
の
努
力
は
必
要

で
は
。
分
会
活
性
化
も
あ
り
お

願
い
し
た
い
。

④
支
社
に
事
実
と
し
て
言
っ
て

行
く
。

⑤
支
社
に
対
し
、
問
題
が
あ
っ

た
場
合
は
都
度
言
っ
て
い
る
。

会
社
回
答
は
「
保
健
所
の
指

導
の
通
り
」
で
あ
り
、
今
後
も

追
及
す
る
。

⑥
本
人
希
望
が
基
本
。
追
及
し

て
行
く
。

⑦
電
気
協
議
会
で
事
実
を
つ
か

ん
で
い
る
。
現
在
要
求
書
の
作

成
段
階
。

⑧
本
部
か
ら
の
要
請
。
頑
張
っ

て
頂
き
た
い
。

⑨
分
会
代
表
者
も
含
む
。

第２５６８号 国労仙台 ２００９年１２月５日

団結 抵抗 統一

11
月
19
日
、
JR
貨
物
会
社
は
、
09
年
度
年
末
手
当
の
支
払
い
に

関
す
る
申
し
入
れ
に
対
し
、
昨
年
比
０
・
４
２
５
ヶ
月
を
下
回

る
、
基
準
内
賃
金
の
１
・
５
７
５
ヶ
月
分
と
い
う
、
超
低
額
回

答
を
示
し
た
。

「
生
活
改
善
は
期
末
手
当
で
」
と
い
う
、
社
員
・
家
族
の
切
実

な
声
を
踏
み
に
じ
っ
た
回
答
に
対
し
、
組
合
は
席
上
強
く
抗
議

す
る
と
共
に
、
各
級
機
関
に
対
し
抗
議
行
動
を
指
示
。

仙
台
地
本
に
お
い
て
も
11
月
24
日
、
宮
城
貨
物
総
鉄
門
前
に
お

い
て
「
再
検
討
・
再
回
答
を
求
め
る
抗
議
集
会
」
を
開
催
す
る

な
ど
各
地
で
抗
議
行
動
を
展
開
し
た
。

Ｎo .2568
2009年12月5日
発行責任者橋本昭二

編集責任者武田昌仙

11
・
24

貨
物
低
額
回
答
抗
議
集
会
（
宮
城
）

団
交
（
冬
期

申
34
・
35
号

米
沢
・
福
島
関
係
）

11
・
26

貨
物
低
額
回
答
抗
議
集
会
（
福
島
）

11
・
27

第
一
回
10
春
闘
事
務
局
会
議

11
・
29
〜
30

東
北
協
議
会
総
会
・

活
動
家
交
流
集
会

12
・
２

団
交
（
冬
期

申
33
号

工
務
関
係
）

経過報告する岩井議長



国
労
福
島
県
支
部
は
、
11
月

14
日
、
福
島
市
内
の
杉
妻
会
館

に
お
い
て
、
第
50
回
定
期
支
部

大
会
を
開
催
。
支
部
を
代
表
し
、

小
檜
山
委
員
長
は
以
下
の
挨
拶

を
述
べ
た
。

小
檜
山
委
員
長
挨
拶

①
採
用
差
別
事
件

昨
年
の
東
京
高
裁
判
決
は
不

法
行
為
を
認
め
つ
つ
も
、
闘
争

団
員
の
精
神
・
金
銭
的
救
済
に

は
な
ら
ず
。
政
治
解
決
の
必
要

性
を
再
認
識
。
総
選
挙
で
政
権

交
代
が
実
現
し
た
が
、
積
み
上

げ
て
き
た
成
果
を
生
か
す
こ
れ

か
ら
の
闘
い
が
重
要
。
闘
争
団
・

家
族
・
組
合
員
が
、
闘
っ
て
き

て
良
か
っ
た
と
思
え
る
解
決
を

早
期
に
迎
え
る
た
め
、
短
期
間

で
の
政
治
解
決
を
。

②
一
括
和
解
と

組
織
強
化
・
拡
大

06
年
11
月
中
労
委
で
の
「
一

括
和
解
」
に
続
き
、
昨
年
３
月

に
JR
貨
物
会
社
と
の
紛
争
和
解

が
成
立
。
組
織
拡
大
で
は
、
和

解
以
降
確
実
に
成
果
。
郡
山
駅

連
で
は
、
昨
年
・
今
年
と
国
労

復
帰
を
勝
ち
取
っ
て
き
た
。

今
年
４
月
、
福
島
駅
で
支
部

待
望
の
新
採
加
入
が
実
現
。
だ

が
会
社
側
の
脱
退
工
作
に
よ
り

脱
退
の
事
態
。
新
採
者
に
対
す

る
防
衛
対
策
が
課
題
。
ま
た
新

採
者
の
国
労
加
入
に
対
す
る
報

復
人
事
と
も
取
れ
る
分
会
書
記

長
へ
の
配
転
攻
撃
が
。
支
部
は

地
本
に
支
社
へ
の
抗
議
申
し
入

れ
を
要
請
し
実
施
し
た
。
不
当

な
攻
撃
に
よ
り
分
会
・
支
部
が

機
能
不
全
に
陥
ら
な
い
よ
う
、

役
員
体
制
の
強
化
を
。

③
春
闘
と
労
働
条
件
改
善

「
一
人
一
要
求
」
と
、
そ
れ

に
基
づ
く
「
現
場
長
交
渉
」
が

確
実
に
前
進
。
２
月
に
実
施
し

た
「
支
部
春
闘
討
論
集
会
」
で

は
、
職
場
環
境
・
労
働
条
件
改

善
に
繋
げ
る
成
果
を
確
認
。

職
場
で
は
、
業
務
委
託
な
ど

「
効
率
化
・
コ
ス
ト
削
減
合
理

化
」
が
吹
き
荒
れ
、
Ｐ
会
社
で

の
死
傷
事
故
の
多
発
の
実
態
。

連
続
夜
勤
・
長
時
間
労
働
に

起
因
し
た
事
故
だ
が
、
会
社
は

個
人
へ
責
任
転
嫁
。

JR
本
体
と
外
注
関
連
労
働
者

の
含
め
た
労
働
実
態
の
問
題
を

共
有
化
す
る
取
り
組
み
を
。

④
共
闘
運
動
の
強
化

情
勢
は
、
国
鉄
「
分
割
・
民

営
化
」
の
手
法
で
合
理
化
が
強

行
、
全
国
で
多
く
の
自
殺
者
や

早
期
退
職
者
が
。
公
務
員
・
民

間
係
わ
ら
ず
、
適
正
で
人
間
的

な
労
働
条
件
を
求
め
る
こ
と
は

労
組
と
し
て
当
然
。
国
労
は
、

引
き
続
き
共
闘
運
動
を
大
切
に

し
、
労
働
者
の
連
帯
を
強
め
護

憲
と
反
戦
平
和
運
動
を
再
構
築

す
る
先
鋒
に
。

意
見
な
ど

◆
不
採
用
問
題
。
当
事
者
と
し

て
機
を
逃
さ
な
い
取
組
み
を
し

て
い
く
。

◆
公
務
員
は
こ
の
20
年
間
で
60

万
円
超
の
賃
下
げ
。
社
保
は
来

４
月
か
ら
別
会
社
と
な
り
６
０

０
名
が
再
就
職
で
き
ず
。
自
分

は
市
の
非
正
規
職
だ
が
、
手
取

り
10
万
、
期
末
手
当
は
一
ヶ
月
。

下
に
照
準
が
合
わ
さ
れ
本
体

が
引
き
下
げ
ら
れ
る
、
負
の
ス

パ
イ
ラ
ル
。
こ
こ
に
歯
止
め
を
。

◆
検
修
外
注
化
提
案
。
若
松
は

仕
業
・
臨
時
作
業
の
み
。
出
向

で
労
働
条
件
の
低
下
を
招
か
な

い
交
渉
を
。
若
松
〜
郡
山
の
通

勤
。
ク
ロ
ス
通
勤
も
あ
り
、
戻

す
こ
と
。

◆
春
闘
で
は
17
項
目
の
要
求
。

備
品
な
ど
改
善
が
。
試
験
。

現
場
長
の
考
え
で
左
右
が
実
態
。

技
セ
運
転
テ
ー
ブ
ル
に
国
労

が
偏
っ
た
配
置
。
事
故
時
に
処

分
の
不
安
も
。
エ
ル
ダ
ー
。
希

望
し
て
い
る
が
、
新
採
採
用
も

あ
り
、
要
員
過
剰
状
態
か
。
遠

距
離
通
勤
問
題
も
あ
る
。

◆
地
元
に
本
体
職
場
が
な
い
た

め
BT
（
出
向
）
を
希
望
。
移
動

距
離
で
は
４
０
０
㎞
の
時
も
あ

り
、
危
険
を
感
じ
る
。
職
場
の

変
化
。
勤
務
シ
ス
テ
ム
変
更
で
、

BT
専
用
社
員
証
を
作
成
。
コ
ピ
ー

機
も
個
人
専
用
カ
ー
ド
を
使
用

す
る
な
ど
個
人
管
理
に
。
会
議

で
は
経
費
節
減
を
強
調
。
修
繕

依
頼
の
制
度
を
変
更
し
た
。

業
務
優
先
・
超
勤
が
当
た
り

前
の
中
で
、
仕
事
や
安
全
に
対

す
る
組
合
員
同
士
の
話
し
合
い

は
必
要
。

◆
新
採
加
入
で
は
会
社
の
妨
害

に
よ
り
会
う
機
会
が
奪
わ
れ
た
。

だ
が
、
我
々
が
話
し
て
い
か

な
い
と
歴
史
も
組
合
状
況
も
分

か
ら
な
い
。
古
川
氏
の
配
転
で

は
要
求
書
に
「
元
職
場
に
戻
せ
」

と
入
れ
て
欲
し
か
っ
た
。

職
場
で
は
ガ
ラ
ス
を
割
っ
た

社
員
が
出
向
や
喫
煙
で
出
勤
停

止
の
実
態
。

◆
信
通
ケ
ー
ブ
ル
切
断
事
故
で

は
東
労
組
は
激
し
い
運
動
を
展

開
。
国
労
も
申
し
入
れ
を
し
た
。

テ
ー
ブ
ル
間
で
、
非
常
に
忙

し
い
所
と
そ
う
で
な
い
所
と
の

差
が
。
技
術
力
低
下
の
問
題
。

若
手
は
出
張
や
研
修
が
多
く
、

現
場
に
は
年
配
者
が
残
る
。

◆
若
松
で
は
障
害
対
応
が
大
変
。

若
手
も
苦
労
。
８
月
は
13
件
も

事
故
が
。
当
日
の
出
番
者
が
気

に
な
る
実
態
も
。

◆
貨
物
和
解
も
試
験
で
は
ま
だ

差
が
。
１
〜
２
年
で
合
格
し
な

け
れ
ば
意
味
が
な
い
。
強
く
会

社
に
主
張
を
。
年
末
手
当
。
昨

年
は
２
ヶ
月
、
今
年
は
１
・
５
ヶ

月
の
噂
も
。
減
額
は
ロ
ー
ン
返

済
や
家
計
に
多
大
な
負
担
。

役
員
体
制

執
行
委
員
長

小
檜
山
広
幸

執
行
副
委
員
長

堀
口

裕
一

佐
々
木
勝
紀

吉
田

浩
一

書
記
長

佐
藤

正
彦

書
記
次
長

佐
藤

誠
一

山
田

明
彦

執
行
委
員

菊
池

尚
一

高
橋

寛

堀
切

彰

小
桧
山

聡

村
田
与
志
一

会
計
監
査

石
母
田

進

菅
原

清

11
月
29
〜
30
日
、
パ
レ
ス
松

洲
に
お
い
て
「
国
労
東
北
活
動

家
交
流
集
会
」
が
開
催
さ
れ
、

全
体
で
47
名
（
仙
台
か
ら
は
19

名
）
が
参
加
を
し
た
。

集
会
一
日
目
は
、
海
渡
雄
一

東
日
本
顧
問
弁
護
士
よ
り
①

「
裁
判
委
員
が
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
警
察
捜
査
と
取
り
調
べ
の

実
態
」
②
「
新
政
権
の
平
和
政

策
を
巡
っ
て
」
と
題
し
た
講
演

を
受
け
、
続
い
て
、
国
労
本
部

高
橋
委
員
長
よ
り
JR
不
採
用
問

題
の
現
状
報
告
を
受
け
た
。

更
に
東
日
本
本
部
武
田
組
織

部
長
か
ら
は
、
組
織
の
現
状
と

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の

問
題
提
起
が
さ
れ
た
。
集
会
二

日
目
は
、
東
日
本
本
部
松
井
書

記
長
よ
り
、
「
東
日
本
本
部
の

取
組
み
と
課
題
」
と
題
し
た
問

題
提
起
、
東
日
本
本
部
因
泥
青

年
部
長
か
ら
は
青
年
部
か
ら
の

報
告
を
受
け
、
二
日
間
に
亘
り

学
習
と
交
流
が
図
ら
れ
た
。

交
流
集
会
と
あ
わ
せ
て
行
わ

れ
た
東
北
協
議
会
総
会
で
は
、

国
労
東
北
春
闘
総
決
起
集
会
や

活
動
家
交
流
集
会
を
引
き
続
き

継
続
し
て
い
く
事
等
が
確
認
さ

れ
た
。

東
北
協
議
会
新
役
員

議
長

瀬
下
一
司

秋
田

副
議
長

斉
藤
庄
司

盛
岡

事
務
局
長

橋
本
昭
二

仙
台
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11
月
21
日
、
喜
多
方
地
区

国
鉄
闘
争
に
連
帯
す
る
会

（
大
野
恒
夫
会
長
）
は
結
成

20
周
年
を
迎
え
、
記
念
集
会

を
新
丁
子
屋
に
お
い
て
開
催

し
た
。

集
会
に
は
会
員
を
始
め
と

し
て
、
多
く
の
支
援
・
共
闘

の
仲
間
が
駆
け
つ
け
、
早
期

解
決
に
向
け
た
決
意
を
新
た

に
し
た
。

集
会
に
は
会
員
ら
総
勢
40

名
が
参
加
し
、
会
を
代
表
し

て
冒
頭
、
大
野
会
長
は
「
結

成
以
来
20
年
以
上
闘
っ
て
こ

れ
た
の
は
、
会
員
や
各
支
援

組
織
の
支
援
・
協
力
の
賜
物
」

と
感
謝
を
述
べ
た
上
で
、

「
闘
争
は
23
年
目
を
迎
え
、

解
決
を
見
る
こ
と
な
く
他
界

し
た
闘
争
団
員
は
58
名
に
及

ぶ
」
と
早
期
解
決
の
重
要
性

を
訴
え
た
。

そ
し
て
「
事
の
発
端
は
、

86
年
総
選
挙
で
圧
勝
し
た
自

民
党
中
曽
根
内
閣
が
、
戦
後

政
治
の
総
決
算
と
し
て
国
鉄

分
割
民
営
化
を
断
行
し
た
こ

と
で
あ
り
、
長
期
化
し
た
の

は
国
家
的
不
当
労
働
行
為
と

い
う
政
治
的
な
背
景
に
よ
る
」

「
闘
い
の
過
程
で
四
党
合
意

問
題
な
ど
紆
余
曲
折
が
あ
っ

た
が
、
現
在
、
『
四
者
・
四

団
体
』
の
団
結
で
最
終
局
面

を
迎
え
て
い
る
」
と
、
国
家

と
闘
い
続
け
る
こ
と
の
困
難

さ
を
滲
ま
せ
た
。

そ
の
上
で
「
こ
の
間
の
到

達
点
を
背
景
に
、
新
連
立
政

権
の
誕
生
を
受
け
、
雇
用
・

年
金
・
解
決
金
の
要
求
を
勝

ち
取
り
、
二
度
と
路
頭
に
迷

わ
な
い
解
決
に
持
ち
込
む
か

が
年
内
か
ら
年
末
ま
で
の
課

題
」
と
し
、
ま
た
「
国
家
的

不
当
労
働
行
為
と
闘
う
と
い

う
歴
史
的
な
闘
い
に
参
加
し

て
き
た
誇
り
を
持
っ
て
、
最

終
局
面
に
相
応
し
い
行
動
を

展
開
し
、
勝
利
的
解
決
に
向

け
て
奮
闘
す
る
」
と
決
意
を

述
べ
た
。

集
会
は
来
賓
の
挨
拶
（
下

記
）
を
受
け
た
後
、
記
念
講

演
と
し
て
、
地
本
五
十
嵐
書

記
長
か
ら
挨
拶
と
仙
台
闘
争

団
佐
藤
正
則
事
務
局
長
か
ら

情
勢
報
告
を
受
け
た
。
ま
た

仙
台
闘
争
団
高
橋
敏
夫
団
長

よ
り
決
意
表
明
を
受
け
た
。

最
後
に
決
議
文
採
択
と
し

て
、
「
雇
用
・
年
金
・
解
決

金
」
の
政
治
解
決
を
求
め
る

決
議
と
、
JR
不
採
用
問
題
の

早
期
解
決
を
求
め
る
要
請
決

議
を
全
体
で
採
択
。
後
日
関

係
大
臣
宛
に
送
付
す
る
。

来
賓
の
皆
さ
ん

麻
耶
喜
多
方
地
区
平
和

フ
ォ
ー
ラ
ム

小
檜
山
議
長

社
民
党
喜
多
方
麻
耶
総
支
部

田
部
輝
雄
副
代
表

国
労
福
島
県
支
部

小
檜
山
委
員
長

郡
山
地
区
連
帯
す
る
会

高
橋
寛
事
務
局
長

挨拶する大野会長


